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QMS委員会 

参 加 の ポ イ ン ト(参加メリット) 

昨年度の活動内容は以下の内容です。 

1.QKM アクティブラーニングの開催 

会員企業のニーズを踏まえ,より役立ち，参加しやすい工夫・企画及びコロナ禍を配慮し，オンラインにて開催 

(1)第 22 回『QMS の運用やプロセスを改善する』   開催日：23/1/27 出席者数：22 名 

2.TL 9000 セミナーの開催（TIA（日本 HUB）との連携）開催日：22/5/16，22/11/21  

3.異業種見学会の開催 JAXA 調布航空宇宙センター 開催日：23/3/16 出席者数：15 名 

3.会員企業との懇談会（オンライン開催）開催期間：23/3/22～23/3/29 

4.QKM e-ラーニングサービスの提供・運営 

5.メルマガによる会員向けの情報発信 

QMS 委員会のイベント・企画の告知/報告，QMS関連の最新動向などの QMS 関連情報の定期的な情報発信 

今年度の活動内容は昨年度の活動内容に準じて実施中です。 

活 動 状 況 

概 要 ・ 募 集 内 容 

QMS 委員会の活動方針は以下の内容です。 

グローバル経済の中，3 つの活動視点(会員企業，行政，社会性)により，ISO 9001 に準じた QMS を活用し，会員企業の

製品品質／サービス品質及び経営品質のパフォーマンス向上を目指す。 

 

QMS委員会では、『QMSに関する情報収集を行いたい』、『QMSを学び、自社の QMSの運用に活用したい』、『自社のQMSを

効果的に活用するための気づきが欲しい』とお考えになられている企業の皆様の参画をお待ちしております。 

運用されている自組織の『QMSの改善（QMSのプロセスの改善）』，『QMSのパフォーマンスの改善』に関する気づきを得たい，

QMS に関する情報を収集したいと考えておられる企業の皆様のご参加を心待ちにしております。 

QMS 委員会に興味を持たれた企業の方は下記のお問い合わせ先にご連絡いただければ，入会前に委員会へのオブザーバー参

加も可能です。また，QMS に関する情報収集もしくは QMS を学ぶ機会として，QKM e-ラーニングサービスは限定的なトライアル

利用（無償）も可能です。 

QMS 委員会は『QMS の運用やプロセスを改善する』を今年度の運営方針とし，『QMS のパフォーマンスの改善』，『QMS の形

骸化の解消』に関する普及啓発等の活動を展開しております。 

QMS の目的は，品質保証や顧客満足向上の仕組みの構築とそれを達成するための運用ですが，外圧や義務感としての

ISO9001 の認証維持や認証維持のための内部品質監査の実施等が目的となってしまうと，それは『QMS の形骸化』と言わざる

を得ない，と感じられる企業の方々は少なくないのではないでしょうか？ 

社会や企業は数年間続いたパンデミックを経て，現在はウィズコロナにて活動を続け，アフターコロナに向けた活動へ変化している

ことを踏まえ，組織が運用しているQMSやプロセスはその変化に対応できているか？改善が必要な QMSの運用やプロセスとは何

か？を検討し，QMS の運用やプロセスを継続的に改善していくことが必要であると考えております。 

企業の皆様，ぜひ QMS委員会にご参加下さい。 

一般社団法人 情報通信ネットワーク産業協会 

2023 年 12 月 

 


